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(57)【要約】
ガスバーナ（１）は、混合チャンバ（５）と、外部と流
体連通する複数の開口部（２２）が設けられて混合チャ
ンバ（５）の壁部の一部を構成するバーナヘッド（１９
）とを備えている。バーナヘッド（１９）は、中心孔（
１８）と、０．８～１ｍｍの寸法の複数の開口部を有す
る第１の領域（２３）と、第１の領域（２３）を取り囲
み、０．８～１．５ｍｍの寸法の複数の開口部を有する
第２の領域（２５）と、第１の領域と第２の領域（２５
）との間に配置された中実で環状の中間領域（３１）と
を有している。バーナヘッドは、環状の肩部（２１）を
さらに有している。
【選択図】図１



(2) JP 2016-503872 A 2016.2.8

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　混合チャンバ（５）と、
　外部と流体連通する複数の開口部（２２）が設けられ、上記混合チャンバ（５）の壁部
の一部を構成するバーナヘッド（１９）とを備え、
　上記バーナヘッド（１９）は、
　　中心孔（１８）と、
　　上記中心孔（１８）の周囲に２～２０ｍｍの幅をもって配置され、互いの間隔が０．
５～３．５ｍｍである０．３～２ｍｍの寸法の複数の開口部を有する第１の領域（２３）
と、
　　２～２０ｍｍの幅を有して上記第１の領域（２３）を取り囲み、互いの間隔が０．５
～３．５ｍｍである０．３～２ｍｍの寸法の複数の開口部を有する第２の領域（２５）と
、
　　上記第１の領域と上記第２の領域（２５）との間に配置され、２～２０ｍｍの幅を有
する中実で環状の中間領域（３１）とを有し、
　上記バーナヘッドは、環状の肩部（２１）をさらに有している
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記第１の領域および上記第２の領域の少なくとも１つは、互いの間隔が１．５～２．
５ｍｍである０．８～１．５ｍｍの寸法の複数の開口部を有している
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　上記第１の領域は、３～１５ｍｍの幅を有している
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項において、
　上記第２の領域は、５～１５ｍｍの幅を有している
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項において、
　上記中間領域は、５～１５ｍｍの幅を有している
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項において、
　上記第２の領域（２５）の上記開口部の少なくとも一部は、上記肩部（２１）の上面（
２９）に配置されている
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項において、
　上記第２の領域の上記開口部の少なくとも一部は、上記肩部（２１）の内側面（２７）
に配置されている
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項において、
　上記バーナヘッド（１９）の周縁部は、炎がのびる方向において端部が上記肩部（２１
）の表面を超えて配置されたクラウンを形成する周壁を有している
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項９】
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　請求項８において、
　上記クラウンは、外部と流体連通する１～２．５ｍｍの寸法の複数の開口部（６３）が
設けられたラジアル面（５３）を有している
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項１０】
　請求項９において、
　上記クラウンの上記ラジアル面（５３）を取り囲むフランジ（５５）を備え、
　上記ラジアル面（５３）から上記フランジ（５５）までの間隔は、０．５～２ｍｍであ
る
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項１１】
　請求項１０において、
　上記フランジ（５５）と上記ラジアル面（５３）との間の空間は、上記クラウンの端部
に隣接する環状のスリット（５９）を介して外部と流体連通する環状の周縁チャンバ（５
７）である
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項１２】
　請求項１１において、
　上記フランジ（５５）は、上記スリット（５９）の外側周縁端を定め、かつ上記周縁チ
ャンバ（５７）を部分的に閉じるように上記クラウンの端部に向かって傾斜している上部
リム（６１）を有している
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項において、
　３つの固定された部品、すなわち、
　ミキサ（３）および上記混合チャンバの下側部（Ａ）と、
　上記ミキサ（３）および上記混合チャンバの上側部（Ｂ）と、
　上記バーナヘッド（Ｃ）とを備え、
　上記ミキサ（３）は、ガスと空気との混合物の流れの流通領域（９）を区画する吸気口
（１１）および放出口（１５）を有する管状ダクト（７）を有し、上記流通領域（９）に
は、流れの速度を上昇させるためのベンチュリ効果構造体（１６）が設けられている
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項１４】
　請求項１３において、
　上記ミキサ（３）は、上記混合チャンバ（５）に対して接線方向に開口している
ことを特徴とするガスバーナ。
【請求項１５】
　請求項１３において、
　上記ミキサ（３）は、上記混合チャンバ（５）に対して接線方向に接続され、上記ミキ
サ（３）の上記管状ダクト（７）は、上記混合チャンバ（５）内に延びている
ことを特徴とするガスバーナ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、グリルまたは台所容器のためのガスバーナおよびガスバーナを備えた携帯コ
ンロに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の技術によると、バーナは混合チャンバおよびミキサを備えている。ガスと空気と
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の混合物の流れは、ミキサによってチャンバ内に導入される。
【０００３】
　ガスと空気との混合物の流れは、バーナヘッドにおいてチャンバを出る。バーナヘッド
はチャンバの壁部の一部を構成する。バーナヘッドに設けられた複数の開口部は、流れを
複数の細流に分割する。
【０００４】
　点灯装置は、チャンバ外部のバーナヘッドの開口部においてガスと空気との混合物が燃
焼を始めるために十分なエネルギーを供給する。ガスと空気との混合物の継続的な流れに
より炎を安定させることが可能となる。
【０００５】
　流れの速度は、混合チャンバ内へ炎が侵入しないように十分なものでなければならない
。実際に、流れの速度が燃焼速度よりも遅いときには、炎が流れを駆け上る。燃焼は、不
完全燃焼による生成物、特に一酸化炭素の生成を制限するために、可能な限り完全なもの
でなくてはならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、炎の長さは、調理容器がバーナヘッドから２０ｍｍ程度の間隔をあけて
配置されることを必要とする。その間隔は、一酸化炭素の生成を最小限にする燃焼反応を
保証するために必要である。しかしながら、調理容器は燃焼により生成された熱を全ては
回収せず、一部の熱は外部環境に散逸する。
【０００７】
　加えて、バーナヘッドと調理容器との間の２０ｍｍ程度の間隔は風損をもたらす。
【０００８】
　風を防ぐための装置あるいは風の遮断部は、突風の影響を制限するためにしばしば必要
とされる。風の遮断部のない携帯コンロは、３ｍ／ｓ程度の風速から機能しない。
【０００９】
　本発明の目的とするところは、上述の欠点の全てあるいは一部を解消することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的を達成するために、本発明に係るガスバーナは、混合チャンバと、外部と流体
連通する複数の開口部が設けられ、上記混合チャンバの壁部の一部を構成するバーナヘッ
ドとを備えている。上記バーナヘッドは、中心孔と、２～２０ｍｍの幅を有して、互いの
間隔が０．５～３．５ｍｍである０．３～２ｍｍの寸法の複数の開口部を有する第１の領
域と、２～２０ｍｍの幅を有して上記第１の領域を取り囲み、互いの間隔が０．５～３．
５ｍｍである０．３～２ｍｍの寸法の複数の開口部を有する第２の領域と、上記第１の領
域と上記第２の領域との間に配置されて２～２０ｍｍの幅を有する中実で環状の中間領域
とを有している。そして、上記バーナヘッドは、環状の肩部をさらに有している。
【００１１】
　バーナヘッドで生成された炎は、吸引現象を生み出す。よって、外部から来る二次空気
は、中心孔からバーナヘッドへ向かって移動する。二次空気は、燃焼反応に加わって一酸
化炭素の生成を制限する。
【００１２】
　開口部の空間配置とバーナヘッドの形状は限られた長さの炎を発生させる。よって、調
理容器は、中心孔と中間領域の存在が十分な炎の酸素化を許容するので、燃焼反応を調整
することなくバーナヘッドから１０～１５ｍｍ程度の最小限の間隔をおいて配置されても
よい。
【００１３】
　調理容器とバーナヘッドとの間の間隔が小さいことは熱の漏洩を制限する。よって、調
理容器により回収される熱の量は、消費されるガスの量に対して最適化される。
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【００１４】
　調理容器とバーナヘッドとの間の間隔が小さいことは、また、風が炎を吹き消さないこ
とを確実にする。
【００１５】
　本発明の１つの側面によると、上記第１の領域および上記第２の領域の少なくとも１つ
は、互いの間隔が１．５～２．５ｍｍである０．８～１．５ｍｍの寸法の複数の開口部を
有している。
【００１６】
　開口部の寸法や開口部同士の間隔が第１の領域と第２の領域とで異なっていてもよいこ
とは注意すべきである。
【００１７】
　本発明の１つの側面によると、上記第１の領域は、３～１５ｍｍの幅を有している。
【００１８】
　本発明の１つの側面によると、上記第２の領域は、５～１５ｍｍの幅を有している。
【００１９】
　本発明の１つの側面によると、上記中間領域は、５～１５ｍｍの幅を有している。
【００２０】
　本発明の１つの側面によると、複数の開口部の少なくとも一部は、上記中心孔の軸に対
して０～１０°の角度をもって配向された軸を有している。
【００２１】
　本発明の１つの側面によると、上記第２の領域の上記開口部の少なくとも一部は、上記
肩部の上面に配置されている。
【００２２】
　本発明の１つの側面によると、上記第２の領域の上記開口部の少なくとも一部は、上記
肩部の内側面に配置されている。
【００２３】
　バーナヘッドの環状の肩部は、第１の領域に配置された開口部から生成された炎に関し
て風に対する保護役を有している。
【００２４】
　本発明の１つの側面によると、上記バーナヘッドの周縁部は、炎がのびる方向において
端部が上記肩部の表面を超えて配置されたクラウンを形成する周壁を有している。
【００２５】
　クラウンは、風から炎の土台を守る。そのため、風によって炎が消えるリスクが低減さ
れる。
【００２６】
　本発明の１つの側面によると、上記クラウンは、外部と流体連通する１～２．５ｍｍの
寸法の複数の開口部が設けられたラジアル面を有している。
【００２７】
　本発明の１つの側面によると、バーナは、上記クラウンの上記ラジアル面を取り囲むフ
ランジを備えている。上記ラジアル面から上記フランジまでの間隔は、０．５～２ｍｍで
ある。
【００２８】
　本発明の１つの側面によると、上記フランジと上記ラジアル面との間の空間は、環状の
周縁チャンバである。該環状の周縁チャンバは、環状のスリットを介して外部と流体連通
している。上記環状のスリットは、上記クラウンの端部に隣接している。
【００２９】
　本発明の１つの側面によると、上記フランジは、上部リムを有している。上記上部リム
は、上記スリットの外側周縁端を定めている。上記リムは、上記周縁チャンバを部分的に
閉じるように上記クラウンの端部に向かって傾斜している。
【００３０】
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　本発明の１つの側面によると、上記スリットの幅は０．７～１．３ｍｍである。
【００３１】
　ガスと空気との混合物の流れの一部は、周縁面の開口部を経由して混合チャンバを出て
、周縁チャンバを通過して環状のスリットを経由して外部へ到達する。
【００３２】
　混合物の流れの一部は、スリットで発火して周縁部の炎を生み出す。この周縁部の炎は
、バーナヘッドで生成された炎を風から守る。
【００３３】
　本発明の１つの側面によると、ガスバーナは３つの固定された部品、すなわち、ミキサ
および上記混合チャンバの下側部（Ａ）と、上記ミキサおよび上記混合チャンバの上側部
（Ｂ）と、上記バーナヘッド（Ｃ）とを備え、上記ミキサは、ガスと空気との混合物の流
れの流通領域を区画する吸気口および放出口を有する管状ダクトを有し、上記流通領域に
は、流れの速度を上昇させるためのベンチュリ効果構造体が設けられている。
【００３４】
　本発明の第１の実施形態に関係する１つの側面によると、３つの固定された部品（Ａ）
、（Ｂ）および（Ｃ）は深絞り用鋼板で作られ、バーナヘッド（Ｃ）は打ち抜き加工がな
されている。３つの部品（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）は、圧着および溶接の少なくとも一
方が施されている。
【００３５】
　本発明の１つの側面によると、上記フランジは、上記ミキサおよび上記混合チャンバの
上側部（Ｂ）に設けられている。
【００３６】
　本発明の１つの側面によると、上記ミキサは、上記混合チャンバに対して接線方向に開
口している。
【００３７】
　ミキサは、混合チャンバの接線上に開口している。ガスと空気との混合物の流れは混合
チャンバ内で均一に分配される。よって、バーナヘッドの開口部にガスと空気が均等に供
給される。
【００３８】
　本発明の１つの側面によると、上記ミキサは、上記混合チャンバに対して接線方向に接
続され、上記ミキサの上記管状ダクトは、上記混合チャンバ内に延びている。
【００３９】
　混合チャンバに対してミキサが接線方向に接続されていることにより、接続部における
損失水頭が制限される一方、ガスと空気の流れの十分な速度が維持される。
【００４０】
　ミキサの管状ダクトが混合チャンバ内で延びていることにより、チャンバにおけるガス
と空気との混合物の均一な分配を得るために流れが案内される。
【００４１】
　本発明の１つの側面によると、携帯コンロは、バーナヘッドを取り囲む中心開口部を有
するカップに収まるタイプのガスバーナを少なくとも備えている。カップは、バーナヘッ
ドの周縁部に対応する肩部と、肩部の周囲におけるバーナヘッドに対する隆起縁とを有し
ている。
【００４２】
　肩部はくぼんだ形をしていて、調理容器または外部からくる突出物を集める。この配置
は携帯コンロの掃除を容易にする。肩部の周囲の隆起縁は、風のリスクを制限することに
よる風に対する追加的な防護物である。
【００４３】
　本発明の１つの側面によると、カップは、携帯コンロにカップを固定したり取り外した
りするのを選択的に許容する固定手段を有している。
【００４４】
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　カップが分解可能であるという事実は、また、バーナを掃除することを容易にする。
【００４５】
　本発明の１つの側面によると、携帯コンロは調理容器を支えるための調理容器の支持部
を備えており、該支持部はバーナを取り囲むフィンを有している。
【００４６】
　フィンは、バーナヘッドに面する凸面と外側に面する凹面とに形成されていて、開口部
により分割されている。
【００４７】
　開口部とバーナヘッドに面するフィンの凸面形状は、ガスと空気との混合物の燃焼によ
り生成した煙を排出するのを容易にする。フィンの外面の凹面形状は、バーナヘッドを風
から守る。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】図１は、ガスバーナの斜視図である。
【図２】図２は、第１の実施形態に係るガスバーナのミキサおよび混合チャンバの下側部
（Ａ）および上側部（Ｂ）の斜視図である。
【図３】図３は、第２の実施形態に係るガスバーナのミキサおよび混合チャンバの下側部
（Ａ）および上側部（Ｂ）の斜視図である。
【図４】図４は、作業中における調理容器およびガスバーナの斜視図である。
【図５】図５は、ガスバーナおよびカップを有する携帯コンロの斜視図である。
【図６】図６は、ガスバーナとカップと調理容器用の支持部とを有する携帯コンロの斜視
図である。
【図７】図７は、バーナの縦断面図である。
【図８】図８は、バーナの断面図の詳細部分である。
【発明を実施するための形態】
【００４９】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。以下の好ましい実施形態の
説明は、本質的に例示に過ぎず、本発明、その適用物或いはその用途を制限することを意
図するものでは全くない。
【００５０】
　実施形態によると、ガスバーナ１は、ミキサ３と混合チャンバ５とを備えている。ミキ
サ３は、吸気口１１と放出口１５との間における流通領域９が設けられた管状ダクト７を
有している。流通領域９には、ベンチュリ効果構造体１６が配置されている。
【００５１】
　混合チャンバ５は、軸１７回りに旋回する表面を形成する壁部を有している。図１から
図６に示すように、旋回表面の弧を描くように延びる面は、中心孔１８が混合チャンバ５
を横切るように、軸１７から一定の距離にある。
【００５２】
　図２に示すように、管状ダクト７の放出口１５は混合チャンバ５に対して接線方向に開
口している。
【００５３】
　図３に示すように、第２の実施形態によると、管状ダクト７は、放出口１５がチャンバ
５の内部と流体連通するように、混合チャンバ５に対して接線方向に入り込んで延びてい
る。
【００５４】
　第１および第２の実施形態によると、バーナ１は、深絞り用鋼板またはアルミで作られ
た下側部（Ａ）と上側部（Ｂ）とを備えている。バーナヘッド１９は、図１に示すように
、混合チャンバ５の壁部の部品（Ｃ）を構成している。
【００５５】
　バーナヘッド１９は肩部２１を有している。図１に示すように、肩部２１は、炎がのび
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る方向においてバーナヘッド１９からの張り出しを規定するように、環状であって混合チ
ャンバ５の周縁部に配置されている。
【００５６】
　バーナヘッド１９は、外部と流体連通した複数の開口部２２を有している。
【００５７】
　バーナヘッド１９の第１の領域２３は、中心孔１８を取り囲んでいて、０．８～１．５
ｍｍの寸法の複数の開口部２２を有している。第１の領域における開口部同士の間隔は１
．５～２．５ｍｍである。第１の領域２３は、軸１７に垂直な平面に部分的に含まれる環
状面であるか、または、炎がのびる方向において領域２３の周縁部が張り出すように少な
くとも１０°の角度をもって傾斜している。
【００５８】
　領域の幅は、軸１７に関して、領域の最大半径と領域の最小半径の長さの差として規定
されている。第１の領域の幅Ｄ１は３～１５ｍｍである。
【００５９】
　第２の領域２５は、第１の領域２３を取り囲んでいて、０．８～１．５ｍｍの寸法の複
数の開口部２２を有している。第２の領域における開口部同士の間隔は１．５～２．５ｍ
ｍである。第２の領域の幅Ｄ２は５～１５ｍｍである。
【００６０】
　第２の領域２５は、軸１７周りに環状の内側面２７を有している。内側面２７は、炎が
のびる方向において内側面２７の周縁部が張り出すように、軸１７に垂直な平面に対して
３０～６０°の角度をもって傾斜している。
【００６１】
　内側面２７は、環状の肩部２１の端部を構成している。
【００６２】
　第２の領域２５は、内側面２７を取り囲む環状の上面２９を有している。上面２９は、
炎がのびる方向において上面２９の周縁部が張り出すように、軸１７に垂直な平面に対し
て０～１０°の角度をもって傾斜している。
【００６３】
　中間領域３１は、第１の領域２３と第２の領域２５との間に配置されている。中間領域
３１は、軸に垂直な平面に一致する環状面であるか、または、炎がのびる方向において中
間領域３１の周縁部が張り出すように少なくとも１０°の角度をもって傾斜している。
【００６４】
　中間領域の表面は中実であって、中実とは開口部が無いということである。中間領域の
幅Ｄｉは５～１５ｍｍである。
【００６５】
　図１に示すように、バーナヘッド１９の周縁部は、炎がのびる方向において端部３２が
肩部２１の表面を超えて配置されたクラウンを形成する周壁を有している。
【００６６】
　図８は、図７の詳細部分５２を示している。
【００６７】
　図８に示すように、クラウンはラジアル面５３を有している。ミキサおよび混合チャン
バの上側部（Ｂ）は、ラジアル面５３を取り囲むフランジ５５を構成している。ラジアル
面５３からフランジ５５までの間隔は１．５ｍｍである。
【００６８】
　環状の周縁チャンバ５７は、フランジ５５とラジアル面５３との間に配置されている。
環状のスリット５９はクラウンの端部３２に隣接している。
【００６９】
　フランジ５５は上部リム６１を有している。リム６１は、周縁チャンバ５７を部分的に
閉じるようにクラウンの端部３２に向かって傾斜している。スリットの幅は０．９ｍｍで
ある。
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【００７０】
　図７および図８に示すように、ラジアル面５３は、混合チャンバ５と周縁チャンバ５７
とを流体連通させる１．５ｍｍの寸法の複数の円形の開口部６３を有している。
【００７１】
　図５および図６に示すように、バーナは、バーナヘッド１９が外部と流体連通する態様
で、携帯コンロ３３に組み込まれている。
【００７２】
　図５および図６に示すように、カップ３５は、バーナヘッドを取り囲む中心孔を有して
いる。カップ３５は、肩部３７を有している。肩部３７は、バーナヘッド１９の背後に設
けられたスロート３９を形成している。図５に示すように、スロート３９は、炎がのびる
方向と反対の方向に向けられている。
【００７３】
　スロート３９は、炎がのびる方向においてバーナヘッド１９に関して隆起縁４１により
取り囲まれている。
【００７４】
　調理容器のための支持部４３は、携帯コンロ３３に固定する手段を含んでいる。支持部
４３は、バーナヘッドを取り囲むように携帯コンロ３３上に配置されている。
【００７５】
　支持部４３は、バーナヘッド１９に関して張り出しを有するように、炎がのびる方向に
延びている。支持部４３は、バーナヘッドから１０ｍｍという最小間隔で調理容器４５を
維持することを目的としている。
【００７６】
　支持部４３は、バーナヘッドに対向する面が凸形状で反対側の面が凹形状であるフィン
４７を有している。支持部はフィンの間に開口部４８を有している。フィン４７は、下側
クラウン４９と上側クラウン５１とを接続しており、下側クラウン４９および上側クラウ
ン５１は支持部４３に含まれている。
【００７７】
　調理容器４５は上側クラウン５１に載せられるように意図されており、下側クラウン４
９は携帯コンロに取り付けられている。
【００７８】
　本発明に係るガスバーナ１は、より短い長さの炎を作り出し、それにより調理容器４５
とバーナヘッド１９との間の間隔を最小１０～１５ｍｍにすることができる。
【００７９】
　ガスと空気との混合物の流れはミキサ３の吸気口１１に導入される。ガスと空気との混
合物の流れの速度はベンチュリ効果構造体１６を通り抜けるときに上昇する。
【００８０】
　ガスと空気との混合物の流れは、混合チャンバ５に接線方向に流れ込む。そして、その
流れはチャンバ５内で渦を形成しながら分配される。その流れは、複数の細流に分解して
バーナヘッド１９の開口部２２からチャンバ５を出る。
【００８１】
　第１の領域２３および第２の領域２５における開口部２２の配置は、より小さなサイズ
の複数の炎の形成を調整する。
【００８２】
　炎を発生させる燃焼反応は、例えば火花のような断続的なエネルギーの投入により開始
される。いったん反応が始まると、炎は開口部２２においてバーナ１の外側で安定する。
図４に示すように、炎は軸１７に従ってバーナから遠ざかるように動く。
【００８３】
　混合チャンバを出ていくガスと空気との混合物の細流の速度は燃焼の速度と概ね等しい
。よって、炎はバーナヘッドで安定する。
【００８４】
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　バーナヘッド１９の肩部２１と中間領域３１に開口部２２が無いという事実とは、チャ
ンバ５からくるガスと空気との混合物への二次空気の付加を促進する。
【００８５】
　二次空気は、外部からきて中心孔１８を通して吸い上げられる。その吸い上げは、チャ
ンバ５を出るガスと空気との混合物の循環により引き起こされる。
【００８６】
　カップ３５の隆起縁４１は、炎が吹き消される危険性を制限することにより風に対する
保護役を有している。
【００８７】
　支持部４３のフィン４７は、バーナヘッドに面するその凸形状により、開口部２２にお
ける燃焼からの燃焼ガスの排出を容易にする。
【００８８】
　フィン４７の外側面の凹形状は、支持部４３により区切られた領域への風の侵入を制限
する。
【００８９】
　本質的に知られているように、本発明はこの装置の唯一の実施形態に限られるものでは
なく、上述したものは例示であり、この他に全ての変形例を包含する。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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